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滋
賀
県
支
部
に
は
日
本
一

大
き
な
琵
琶
湖
が
あ
り
滋
賀

県
民
だ
け
で
な
く
京
都
・
大

阪
の
方
々
の
水
が
め
に
も

な
っ
て
い
る
貴
重
な
日
本
の

宝
で
す
。

そ
の
湖
畔
に
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
で
放
映
中

の
明
智
光
秀
の
居
城
「
坂
本

城
」
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

は
城
址
だ
け
で
す
が
、
密
か

な
フ
ァ
ン
が
見
物
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
坂
本
城
が
落
城

す
る
際
の
逸
話
で
す
が
、
光

秀
の
娘
婿
で
「
明
智
左
馬
之

助
」
と
い
う
重
臣
が
、
秀
吉

軍
の
攻
撃
を
避
け
帰
城
す
る

た
め
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
琵
琶

湖
を
渡
っ
た
と
い
う
話
で

す
。
家
族
や
家
臣
を
助
け
る

た
め
の
懸
命
な
作
戦
で
、
今

も
湖
畔
に
は
「
明
智
左
馬
之

助
湖
水
渡
」
と
い
う
石
碑
が

ひ
っ
そ
り
立
っ
て
お
り
、
隠

れ
た
名
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
話
し
は
変
わ
り

ま
す
が
、
そ
の
大
津
市
に
当

支
部
の
顧
問
で
あ
る
田
中
豊

治
氏(

八
十
六
歳)
が
開
設

さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

が
あ
り
、
支
部
活
動
の
拠
点

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

善
行
川
柳	

選
者	

東
　
　
逸
平

○

皆
健
康
　
平
穏
生
活
　
こ
れ
一
番北

海
道

齊
藤
　
　
勉

評
／
押
し
寄
せ
る
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
現
今
は
、

こ
の
一
句
に
救
わ
れ
る
思
い
で
す
ね
。

○

コ
ロ
コ
ロ
と
　
ゆ
く
へ
さ
だ
め
ず
　
ゆ
く
コ
ロ
ナ

福
島
県

佐
藤
　
ケ
サ

評
／
良
い
で
す
ね
。《
ゆ
く
コ
ロ
ナ
》
よ
り
、《
来
る
コ
ロ
ナ
》
の
方

が
現
状
で
す
ね
。

○

消
防
手
　
原
爆
雲
に
　
消
え
た
叔
父

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
被
爆
か
ら
七
十
五
年
を
迎
え
た
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
の
朝
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
平
和
記
念
式
典
は
、
参
列
者
を
制
限
し

て
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
火
災
消
化
の
名
手
で
も
、
何
万
倍
の
火
力
に
よ
っ
て
尊
い

生
命
を
落
と
し
た
叔
父
を
偲
ぶ
作
者
の
心
情
が
、
読
む
人
の
心
中

に
燃
え
る
よ
う
に
伝
わ
り
ま
す
。

○

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
　
広
々
と
咲
き
　
村
お
こ
す

大
分
県

佐
藤
　
満
洋

評
／
漢
字
で
書
く
と
、《
半
夏
生
》。
情
緒
た
っ
ぷ
り
に
《
半
化
粧
》
と

も
言
う
。

　
開
花
期
は
六
月
か
ら
八
月
、
ド
グ
ダ
ミ
科
に
属
し
、
刺
激
臭
を
出
す
。

　
花
言
葉
は
、《
内
に
秘
め
た
情
熱
》
と
《
内
気
》。

　
緑
の
葉
に
白
い
花
、
い
い
で
す
ね
。
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
と
い
う
花
を
題

材
に
し
た
作
者
の
着
眼
点
が
素
晴
ら
し
い
。

　
一
般
社
団
法
人	

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

■
訂
正
と
お
詫
び

八
月
号
の
ふ
る
さ
と

自
慢
で
四
国
中
央
支
部

の
文
中
で
一
段
目
の
九

行
目
の
十
四
年
前
は
、

正
し
く
は
、
十
四
年
間

で
す
。
ま
た
、
三
段
目

の
三
行
目
の
地
域
菩
薩

は
正
し
く
は
、
地
蔵
菩

薩
で
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
事
を
深

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
網
走
支
部
）
網
中
法
子
、
多

田
吾
郎
、
成
澤
吉
治
、
平
瀬

幸
四
郎
、
星
屋
好
春
、
山
本

広
廣 

（
釧
根
支
部
）
髙
下
節

男
、
白
糠
町
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ 

（
八
戸
支
部
）

鈴
木
國
男
（
岩
手
県
支
部
）

新
沼
文
忠
（
岩
手
県
宮
古

支
部
）
生
駒
利
治
、
白
濱
和

江
、
菅
野
充
（
宮
城
県
支
部
）

大
田
哲
郎
、
大
場
邦
男
、
黒

澤
賢
悦
、
佐
々
木
利
子
、
武

田
美
江
子
（
桐
生
支
部
）
青

木
講
一
、
天
川
洋
、
飯
塚
荘

一
、
石
川
裕
樹
、
川
合
宏
一
、

小
堀
剛
、
新
藤
信
夫
、
須
永

博
之
、
田
村
敏
明
、
中
山
榮

一
、
松
崎
靖
、
松
村
章
、
横

塚
栄
三
郎
（
群
馬
県
北
毛
支

部
）
新
井
健
二
、
小
淵
千
枝

子
、
菊
田
栄
子
、
小
池
美
智

子
、
小
島
一
夫
、
佐
藤
雅
代
、

下
田
彰
一
、
高
木
菊
男
、
田

口
常
信
、
田
中
栄
一
、
津
久

井
幸
夫
、
西
尾
一
也
、
萩
尾

潤
、
萩
原
美
恵
子
、
樋
口
と

み
江
、
藤
川
栄
、
藤
沢
進
、

星
野
修
、
本
多
真
理
子
、
宮

崎
恵
子
、
森
田
敦
子
、
吉
澤

敏
夫
（
埼
玉
県
支
部
）
太
田

操
（
千
葉
県
支
部
）
宇
佐
美

進
、
高
﨑
時
彦
（
板
橋
支
部
）

石
井
幸
雄
（
八
王
子
市
）
谷

合
繭
青
（
小
平
支
部
）
竹
内

誠
一
郎
、
比
留
間
洋
一
（
西

東
京
支
部
）
石
井
康
夫
（
山

梨
県
甲
府
支
部
）
梅
原
清
美
、

安
達
賀
洋
、
伊
藤
佑
子
、
大

原
博
文
、
山
田
康
子
（
新
潟

県
）
川
上
新
吉
（
福
井
県
支

部
）
山
本
隆
夫
（
福
井
県
奥

越
支
部
）
森
洋
子
（
静
岡
県

浜
松
支
部
）
磯
野
貴
子
、
須

藤
京
子
、
寺
沢
万
千
子
、
村

田
三
枝
子
（
京
都
府
支
部
）

池
村
将
勝
、
稲
葉
悦
男
、
榎

本
明
子
、
樫
原
良
、
北
川
裕
、

熊
井
猛
浩
、
西
田
章
夫
、
布

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

滋
賀
県
支
部

は
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
開

設
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
、
自

ら
の
認
知
症
予
防
と
人
と
の

出
会
い
の
場
を
作
る
こ
と
の

よ
う
で
す
。
今
で
は
、
六
十

歳
か
ら
九
十
歳
代
の
方
々
が

日
没
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
や
リ
ズ

ム
体
操
な
ど
様
々
な
活
動
を

し
、
交
流
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
壁
際
に
は
参

加
者
が
趣
味
で
作
っ
た
陶
芸

品
や
紙
細
工
な
ど
珍
し
い
物

も
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を

見
た
さ
に
来
る
人
も
お
り
、

美
し
い
作
品
を
手
に
し
て
会

話
も
弾
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

冬
に
は
サ
ロ
ン
の
入
口
に
石

焼
芋
の
器
具
が
置
か
れ
中
に

は
お
い
し
い
「
安
納
芋
」
が

並
び
ま
す
。
そ
の
匂
い
に
呼

び
寄
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

女
子
高
生
や
仕
事
帰
り
の
Ｏ

Ｌ
が
並
び
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
こ
の
人
た
ち

に
も
必
ず
声
を
か
け
、
相
談

に
も
乗
っ
て
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
の
開
設
費
、
改
善
費
の
ほ

か
調
度
品
や
カ
ラ
オ
ケ
装
置

の
設
置
費
用
な
ど
全
て
自
己

負
担
で
す
。
そ
れ
も
人
と
の

出
会
い
の
大
切
さ
他
人
を
思

い
や
る
心
の
大
切
さ
を
こ
の

サ
ロ
ン
か
ら
広
め
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
さ
に
善
行
会
の
活
動
趣

旨
に
も
合
致
す
る
も
の
で
、

田
中
顧
問
の
存
在
は
滋
賀
県

支
部
の
自
慢
で
す
。

　　
青	

森	

支	

部

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
流
行

で
自
粛
中
、
大
雨
が
続
き
大

き
な
災
害
と
な
り
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

心
身
と
も
に
休
ま
る
事
の

な
い
日
々
で
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。楽

し
み
し
て
お
り
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
、
そ
の
他

の
行
事
も
延
期
と
な
っ
た
こ

の
時
期
、
当
支
部
で
は
会
員

一
同
、
頑
張
っ
て
マ
ス
ク
を

手
作
り
し
、
施
設
等
に
寄
付

さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

書
い
た
絵
で
暑
中
お
見
舞
い

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
末
永

く
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。終

わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
健
康
を
、
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

　

コ
ロ
ナ
の

　

終
息
待
ち
わ
び
て

一
針
一
針
幸
あ
れ
と　

願
い
祈
る
愛
マ
ス
ク

ね
ぶ
た
祭
り
も
中
止
と
な

り
、
ね
ぶ
た
絵
師
の
方
々
が

ね
ぶ
た
気
分
を
皆
さ
ん
に
、

届
け
た
い
と
、
心
を
込
め
て

崎
志
郎
、
山
﨑
伊
佐
緒
、
中

島
斎
、
嶋
川
千
恵
子
（
大
阪

府
吹
田
支
部
）
大
庭
健
、
小

山
猛
、
南
雲
義
和
、
大
原
猛

（
福
岡
県
福
岡
支
部
）
石
橋
邦

英
、
今
村
次
美
、
結
城
満
義

（
福
岡
県
筑
後
支
部
）
安
部
峰

子
、
西
山
安
照
、
野
田
和
男
、

藤
生
昌
弘
、
森
田
福
好
（
大

分
県
竹
田
支
部
）
佐
藤
冨
士

夫
、
椎
原
文
夫
（
財
部
支
部
）

内
田
直
子
、
上
井
悦
子

（
令
和
元
年
９
月
～
令
和
２

年
３
月
末
日
迄
入
会
者
）


